
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

新しい年を迎えて ～実行！～ 
校長代理 白田 淳子 

新たな年がスタートしました。2020年はオリンピック・パラリンピックイヤーです。また令和 

になって初めての新年、干支の最初の子年ということで、いろいろなことが新しく始まるようなワ

クワクした年明けとなりました。南高附属中は開校９年目となります。良い伝統や特色を生かしつ

つ、新しい社会の動きに対応できるようにチャレンジを続けていこうと思います。中高６年間の一

貫した教育を深めていくよう努力してまいりますので、これからもご理解、ご協力をお願いいたし

ます。 

 さて、恒例ということで開校当初から行われている「校長面談」（本年度は校長代理面談）を、

昨年１２月に１年生全員と行いました。校長代理室で１対１で面談をするので、一人ひとりとお話

しする時間は５分程度と大変短かったのですが、とても有意義な時間となりました。面談の前に考

えておいてほしい課題を出しました。それは、「もっとこの学校を好きになるために自分ができる

こと」です。「この学校は好きですか？」から始まり、勉強のこと、友達のこと、家のこと、自分

のこと…、たくさん話を聞くことができました。そして課題について最後に話してもらうと、一番

多かった答えは「話をしたことがない人と話して人間関係を広げる」でした。素敵な回答です。し

かし、私の課題の肝は「自分ができること」なのです。どんな時にどう話しかけるのかな、急に知ら

ない人が話しかけてきたら変な感じにならないかな、とちょっと意地悪な質問をしたら、返答に困

ってしまった人が何人もいました。 

 自分がやろうと思ったことを「実行する」のは大変です。実際に行動を起こすには勇気が必要で 

す。また、独りよがりな行動で相手に嫌な思いをさせないような気配りが必要です。さらに、結果 

が必ずしも思うとおりになるとは限らないので、ダメージを受けたときに自分の心をフォローでき

なくてはなりません。でも、私はみなさんに「実行する」人になってほしいと思うのです。 

 本校は「学校は失敗するところである」を大事にしています。ただ、それはやみくもになんでも 

考えなしにやれと言っているわけではありません。いろいろなことを考え、やろうと判断したなら、 

失敗をおそれずにぜひ実行してください。そこからがスタートです。 

 ２年生、３年生のみなさんも、年の初めに目標を立てたのではないでしょうか。その目標を達成

するために、日々、小さな実行を積み上げてください。実行して成果をあげたときの充実感や自信、

また、うまくいかなかったときのくやしさや忍耐は、みなさんを必ず 

成長させてくれるはずです。本校はそのようなみなさんの成長を支え 

ることができる学校でありたいと考えます。 

 今年もみなさんの活躍を期待しています。 
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1 月 21 日（火）７時間目に、今年度は、源平戦で百

人一首大会が柔道場にて行われました。クラス対抗で 1

回戦のみの真剣勝負となりました。最後の和歌「ちはや

ふる～」と詠まれると、柔道場の空気が一気に変わり、

みんな一斉に「はい！」と声をだし、大いに盛り上がり

ました。今年の優勝クラスは４組でした。来年度は、中

学校最後の百人一首大会となります。今年よりもさら

に、白熱した戦いになることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 18 日（土）、土曜ＥＧＧで「認知症サポーター養成講座」が

行われました。東永谷ケアプラザ・芹が谷ケアプラザ・キャラバンメ

イトの方をお招きし、認知症について講演を聞きました。認知症と

は、脳の病気であること、また高齢になると認知症になる可能性

が高くなることなどお話がありました。寸劇も交えながら、認知症

について正しく理解し、認知症の人や家族を温かい目で見ること

が大切であることを学びました。自分たちに何ができることについ

て考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

ＥＧＧ講座『認知症サポーター養成講座』 

百人一首大会 ～去年よりグレードアップしたかな？～ 



 

 

 

冬休みの課題のひとつである国語科書き初め作品を、今年度も校内書き初め展として全校で一斉に掲示しまし

た。今回 2年生は行書に挑戦しました。行書の特徴は、点画の連続と変化や、筆の弾力をいかしたまろやかな線

です。昨年１２月の授業では「の」の字を連続して書きながら、力を入れたり抜いたりするタイミングを練習し

ました。課題作品に、練習の成果が出せたでしょうか。 

優秀賞 １組：あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん、 

    ２組：あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん、 

    ３組：あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん 

    ４組：あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん、あああああさん         

 

 

 

 

 

姫のひとりごと 

 「寒い、寒い」とちぢこまっていたら、校門から入ったところの紅白の梅が花をつけ始めていて、少し

驚きました。そういえば日も長くなり、着実に春が近づいてきています。 

今年の 2 月は、中学校や高校の入試関連で、家庭学習日が昨年より多いです。日頃の生活を見つめ直

し、時間の管理や「自主的に学ぶ」と言うことにぜひチャレンジしていきましょう。 

 

 

お知らせ 

3月7日（土）に各クラス懇親会（13：00～14：15）を予定しております。なお、クラス懇親会のあと

に、引き続きカナダ研修旅行保護者説明会（14：30～15:30）を予定しています。ご都合をよろしくお願い

いたします。 

令和元年度 校内書き初め展  


